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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 1,566 △9.4 86 △20.4 86 △19.0 54 △15.3
27年3月期第1四半期 1,728 18.2 108 38.7 106 42.0 64 44.7

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 54百万円 （△15.3％） 27年3月期第1四半期 64百万円 （44.7％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 11.32 11.09
27年3月期第1四半期 13.37 13.15

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 6,566 3,326 50.4
27年3月期 6,921 3,320 47.8
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 3,312百万円 27年3月期 3,305百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 0.00 ― 10.00 10.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,728 1.4 249 2.6 243 1.5 153 5.3 31.84
通期 7,534 3.0 486 4.4 473 2.4 299 6.0 62.00



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 4,830,000 株 27年3月期 4,830,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 1,701 株 27年3月期 1,701 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 4,828,299 株 27年3月期1Q 4,829,200 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）におけるわが国の経済環境は、企業収益、

雇用環境等が改善の動きを続けている反面、個人消費の改善の動きが一服している等全体では横ばいの状況で推移

しております。

このような環境のなか、当社グループ（当社及び連結子会社）において中核事業である自動車販売関連事業が属

する自動車販売業界では、エコカー減税の対象車種及び減税率の基準見直し、軽自動車税の増税等による販売環境

の悪化により当第１四半期連結累計期間の国内新車販売台数は1,097,754台（登録車（普通自動車）・届出車（軽

自動車）の合計。前年同四半期比5.5％減）となりました。

車種別では、ハイブリッド車（フィットハイブリッド、アクア等）、軽自動車（Ｎ－ＢＯＸ、タント等）、コン

パクトカー（フィット、ノート等）が販売の上位を占めております。

当社グループにおけるセグメント毎の状況につきましては以下のとおりであります。 

新車販売につきましては、エコカー減税の対象車種及び減税率の基準見直しや軽自動車税の増税等による販売環

境の悪化に加え、相次いだリコールの影響による主力車種の販売減少等により販売台数は418台（前年同四半期比

20.8％減）となりました。また、販売台数の減少に伴い登録受取手数料等の手数料収入及び整備業務を行うサービ

ス売上も前年同四半期に比べて減少しました。売上高は12億21百万円（前年同四半期比12.6％減）となりました。

中古車販売につきましては、新車販売の不振による下取車の減少をオークション等による外部仕入を増やすこと

で販売車両の確保に注力した結果、販売台数は521台（前年同四半期比6.3％増。内訳：小売台数254台（前年同四

半期比11.4％増）、卸売台数267台（前年同四半期比1.9％増））となりました。また、サービス売上及び販売台数

の増加により登録受取手数料等の手数料収入も前年同四半期に比べて増加しました。売上高は３億22百万円（前年

同四半期比5.0％増）となりました。

その他につきましては、生命保険・損害保険代理店業関連事業において、保険契約件数及び保険取扱手数料がと

もに減少したこと等により売上高は22百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。

以上の結果、当社グループの売上高は15億66百万円（前年同四半期比9.4％減）となりました。

また、損益につきましては、営業利益は86百万円（前年同四半期比20.4％減）、経常利益は86百万円（前年同四

半期比19.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は54百万円（前年同四半期比15.3％減）となりました。こ

れは、当社グループ全体の売上高に占める割合が大きい新車販売の売上高が前年同四半期に比べて減少したこと等

によるものです。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は36億52百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億76百万円減少い

たしました。これはその他の資産が43百万円増加、現金及び預金が２億49百万円、受取手形及び売掛金が１億27百

万円、商品及び製品が42百万円それぞれ減少したことによるものです。固定資産は29億14百万円となり、前連結会

計年度末に比べて21百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が24百万円増加、投資その他の資産が２百

万円減少したことによるものです。

この結果、総資産は65億66百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億55百万円減少いたしました。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は28億26百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億49百万円減少い

たしました。これは主に賞与引当金が22百万円増加、買掛金が１億95百万円、短期借入金が１億９百万円、未払法

人税等が47百万円、その他の負債が16百万円それぞれ減少したことによるものです。固定負債は４億13百万円とな

り、前連結会計年度末に比べて11百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が12百万円減少したことによる

ものです。

この結果、負債合計は32億39百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億61百万円減少いたしました。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は33億26百万円となり、前連結会計年度末に比べて６百万円増加いた

しました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益54百万円及び剰余金の配当48百万円によるものです。また、

自己資本比率は50.4％（前連結会計年度末は43.9％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ２億49百万円減少し、当四半期連結会計期間末には11億69百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は77百万円（前年同四半期は２億６百万円の使

用）となりました。これは税金等調整前四半期純利益86百万円から主に減価償却費31百万円、賞与引当金の増加額

22百万円、売上債権の減少額１億36百万円、たな卸資産の増加額11百万円、仕入債務の減少額１億95百万円、その

他の資産の増加額40百万円、その他の負債の減少額25百万円及び法人税等の支払額80百万円等を調整したもので

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果獲得した資金は２百万円（前年同四半期は２百万円の獲得）

となりました。これは主に貸付金の回収による収入２百万円によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は１億74百万円（前年同四半期は53百万円の使

用）となりました。これは借入金の返済による支出１億25百万円、配当金の支払による支出48百万円によるもので

す。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、概ね計画通りに推移していることから、平成27年５月13日の「平成27年３月期決算短

信」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上する方法に変更するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の

費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合に

ついては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,418,796 1,169,573 

受取手形及び売掛金 2,100,562 1,972,957 

商品及び製品 379,853 336,964 

その他 129,536 172,713 

流動資産合計 4,028,748 3,652,209 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 470,143 461,384 

機械装置及び運搬具（純額） 193,469 226,607 

土地 1,985,328 1,985,328 

その他（純額） 3,360 3,267 

有形固定資産合計 2,652,301 2,676,587 

無形固定資産 980 878 

投資その他の資産 239,327 236,664 

固定資産合計 2,892,609 2,914,131 

資産合計 6,921,357 6,566,340 

負債の部    

流動負債    

買掛金 528,393 332,511 

短期借入金 2,127,015 2,017,321 

1年内返済予定の長期借入金 53,614 50,004 

未払法人税等 80,607 33,414 

賞与引当金 48,889 71,866 

その他 337,331 321,094 

流動負債合計 3,175,851 2,826,212 

固定負債    

長期借入金 179,157 166,656 

その他 245,933 246,636 

固定負債合計 425,090 413,292 

負債合計 3,600,942 3,239,504 

純資産の部    

株主資本    

資本金 210,300 210,300 

資本剰余金 199,711 199,711 

利益剰余金 2,896,623 2,903,043 

自己株式 △673 △673 

株主資本合計 3,305,961 3,312,381 

新株予約権 14,454 14,454 

純資産合計 3,320,415 3,326,835 

負債純資産合計 6,921,357 6,566,340 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 1,728,198 1,566,600 

売上原価 1,318,645 1,162,299 

売上総利益 409,553 404,300 

販売費及び一般管理費 300,841 317,730 

営業利益 108,712 86,570 

営業外収益    

受取利息 444 404 

受取手数料 988 1,908 

受取保険金 － 790 

その他 1,418 702 

営業外収益合計 2,852 3,806 

営業外費用    

支払利息 4,854 3,893 

営業外費用合計 4,854 3,893 

経常利益 106,709 86,484 

特別損失    

固定資産処分損 － 10 

特別損失合計 － 10 

税金等調整前四半期純利益 106,709 86,473 

法人税等 42,118 31,770 

四半期純利益 64,591 54,703 

親会社株主に帰属する四半期純利益 64,591 54,703 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 64,591 54,703 

四半期包括利益 64,591 54,703 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 64,591 54,703 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 106,709 86,473 

減価償却費 27,226 31,044 

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,105 22,976 

受取利息及び受取配当金 △444 △404 

支払利息 4,854 3,893 

固定資産処分損益（△は益） － 10 

売上債権の増減額（△は増加） △20,754 136,682 

たな卸資産の増減額（△は増加） △248,819 △11,777 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,871 △195,882 

その他の資産の増減額（△は増加） 50,015 △40,367 

その他の負債の増減額（△は減少） △22,068 △25,536 

小計 △78,305 7,112 

利息及び配当金の受取額 11 11 

利息の支払額 △4,875 △3,941 

法人税等の支払額 △123,042 △80,607 

営業活動によるキャッシュ・フロー △206,213 △77,425 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 － △269 

貸付金の回収による収入 2,682 2,682 

差入保証金の差入による支出 △12 △121 

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,669 2,290 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,850 △109,694 

長期借入金の返済による支出 △16,071 △16,111 

配当金の支払額 △48,292 △48,282 

財務活動によるキャッシュ・フロー △53,512 △174,088 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △257,056 △249,222 

現金及び現金同等物の期首残高 1,228,020 1,418,796 

現金及び現金同等物の四半期末残高 970,964 1,169,573 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  新車販売 中古車販売 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,396,670 307,466 1,704,137 24,061 1,728,198 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

104,427 － 104,427 － 104,427 

計 1,501,098 307,466 1,808,564 24,061 1,832,626 

セグメント利益 106,665 35,442 142,107 3,247 145,355 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険

代理店業関連事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 142,107

「その他」の区分の利益 3,247

全社費用（注） △36,643

四半期連結損益計算書の営業利益 108,712

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  新車販売 中古車販売 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,221,135 322,698 1,543,833 22,766 1,566,600 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

65,922 － 65,922 50,579 116,501 

計 1,287,058 322,698 1,609,756 73,346 1,683,102 

セグメント利益 62,920 43,954 106,875 15,364 122,239 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険

代理店業関連事業及び鈑金塗装事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 106,875

「その他」の区分の利益 15,364

全社費用（注） △35,668

四半期連結損益計算書の営業利益 86,570

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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